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会計の内容 収　　　入 支　　　出

町の一般的な仕事をする会計で下記の会計を
除いたのもです。

33億1970万円 32億5831万円

教習生の授業料などを収入に普通自動車免
許、大型特殊免許の教習を行っています。

3274万円 3045万円

国民健康保険税などを収入に加入者の医療費
の給付などを行っています。

3億1094万円 2億9457万円

支払基金からの医療費交付金などを収入に老
人医療費などの給付を行っています。

4126万円 3874万円

収益的収支 4億2965万円 4億2424万円

資本的収支 3996万円 6175万円

水道使用料を収入に浄水場などの維持管理と
町民への給水サービスを行っています。

8543万円 8502万円

下水道使用料を収入に終末処理場の維持管理
と下水道サービスを行っています。

1億2091万円 1億2082万円

介護保険料などを収入に要介護認定を受けた
方に介護・支援サービスを行っています。

1億8212万円 1億7800万円

老人保健制度に替わる制度で、保険料などを
収入に広域連合などの負担金の支払いを行っ
ています。なお、医療費などの給付は全道す
べての市町村で構成する後期高齢者医療制度
広域連合が行っています。

2580万円 2576万円

45億8851万円 45億1766万円

後期高齢者医療

下 水 道

国保病院

合 計

医療収益を基に町民への医療サービスを行っ
ています。

介 護 保 険

会計の名称

老 人 保 健

水 道

国 民 健 康 保 険

一 般 会 計

自 動 車 学 校

　平成２０年度各会計の決算額は、下記のとおりです。
一般会計では、行財政改革の一環として退職者不補充や普通建設事業の

抑制を行った結果、前年度対比マイナス約３．０％の減少になりました。
収入では、人口減などによる町税が前年度比４．０％減（６７９万円）

などがあるものの、財政力の弱い地方自治体を支えている地方交付税が前
年度比４．０％増（８，６３５万円増）と大幅な増加となりました。一
方、支出では、人件費が前年度比２４．１％減（1億1，800万円減）や普
通建設事業が前年度比１０．４％減（３，４２６万円減）など行政改革の
効果が出てきた結果、貯金を取り崩すことなく決算ができました。

しかし、財政健全化法による健全化判断比率の指標の一つである実質公
債費比率が２８．３％と国が定めた早期健全化基準の２５．０％を超えた
ことからもわかるように、まだまだ支出に占める公債費（借金）の割合が
高い状況にあります。平成２２年度決算では基準を下回る予定であり、町
民の皆様に新たな負担増などの迷惑をかけないように着実に、健全化に向
けて取り組んでまいります。
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◆財政指標（１）

◆財政指標（２）

※いずれの会計も赤字がないため、比率は発生しません。

国民健康保険病院事業

水道事業

下水道事業

－

－

－

特別会計の名称 資金不足比率

20.0%

区分

15.0%

20.0%

25.0%

健全化判断比率

－実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

－

経営健全化基準

105.3%

財政再生基準早期健全化基準

350.0%

20.0%

40.0%

35.0%28.3%

将来負担比率

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は赤字がないため、比率は発生しま
せん。

実質赤字比率
福祉や教育、観光や道路建設

など行政運営の基本的な経費を
まとめた一般会計における赤字
の程度を指標化したもの

連結実質赤字比率
全ての会計の赤字や黒字を合

算したうえで、町全体の赤字の
程度を指標化したもの

実質公債費比率
一般会計の借入金返済額のほ

か、特別会計の借入金に対する
負担額や借入金に準じた経費の
負担額を合算して指標化したも
の

将来負担比率
実質公債費比率の算定に基づ

く経費のほか、職員の退職手
当、一部事務組合などの負債の
うち、一般会計が将来負担する
可能性のある額の大きさを指標
化したもの

資金不足比率
　それぞれの公営企業会計の赤字額を、料金収入などの事業規模と
比較して指標化したもの
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　　※　公債費元利償還金は、決算統計のルールに従って算出した推移ですので、
　　　決算の数値とは異なります。

実質公債費比率とは、町の収入に対する町全体の借金返済額の比率を示す
財政指標です。

今年度については、昨年度の実質公債費比率２8.8％より0.5％減少しまし
た。財政健全化法による健全化判断比率の実質公債費比率は3ヵ年平均で公
表されます。平成18年度及び平成19年度が高い水準であったため、来年度
までは高い比率で推移することになり、それ以降は下がっていく見込みで
す。

また、平成21年度決算における実質公債費比率は25.6％の見込みとな
り、早期健全化基準である25％を若干上回る見通しとなっております。

早期健全化基準をクリアできるのは、平成23年度に公表される3ヵ年平均
（平成20年度～平成22年度）でクリアできる見込みです。

今後は、地方債借入額を最低限に抑え、公債費負担の軽減を図っていきな
がら、1年でも早く早期健全化基準である25％をクリア出来るように、財政
運営の健全化に努めていきます。

実質公債費比率の見込
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早期健全化団体となる比率

公債費元利償還金の推移
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【単位；千円】

早期健全化基準クリア
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基本給
１万７千円

能力(歩合)給
２１万９千円

手　当
３万４千円

町税

1億7千万円

地方交付税
地方譲与税などの国

からの交付金
22億4千万円

国庫支出金
道支出金

3億5千万円

給料(83.1％)

繰入金
3千万円

預金引き出し(0.9％)

使用料・手数料など
1億9千万円

パート収入(5.9％)

町債
3億3千万円

ローン借入れ(9.8％)

繰越金
1千万円

前月からの繰越金(0.3％)

今年は、給料が増えたおかげで、預金の
引き出しが最小限で済んだので良かっ
た。ローンの借入れは、今まで借りたも
のを有利なものに変更したので、一時的
に増えてしまった。これからも、できる
だけ借金をしないで、今後のために貯金
もおろさないようにがんばろう。

１ヵ月の収入合計　３２万５千円（29万円）の内訳

※（　）内は平成1９年度の金額
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１ヵ月の支出合計　３１万９千円（29万円）の使い途

家賃・光熱水費(15.7％)

教育費
１億８千万円

子供の学費(5.6％)

土木費
２億２千万円

家や道路の整備代など(6.6％)

議会費・労働費・消防費など
４億１千万円

その他(12.5％)
公債費

１１億４千万円

ローン返済(35.1％)

今年は、ローンの借入れを低利なローンに
変更したので返済が一時的に増えたり、医
療費もかさんだけど、夫の給料が増えたお
かげで貯金を崩さなくて済んでよかった
わ。まだまだローンの返済が重くのしか
かっているし、夫の給料も不安定なので、
これからも節約してがんばらなきゃね。

総務費
５億１千万円

衛生費
３億円

医療・衛生費(9.1％)

民生費・農林水産業費・商工費
５億円

衣料・食料費(15.4％)

【１ヵ月の計算方法】（例）
平成２０年度収入→33億2000万円
×1/851(世帯数)÷12ヵ月＝32万5千円
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平成20年度 平成19年度 増減

☆ルール分のみ繰り出しの会計

　●国民健康保険へ 1497万円 5361万円 ▲3864万円

　●老人保健へ 232万円 2223万円 ▲1991万円

　●水道へ 2682万円 3660万円 ▲978万円

　●介護保険へ 2573万円 2476万円 97万円

　●後期高齢者医療へ 1007万円 皆増

☆不採算運営費補てんのある会計

　●国保病院へ 1億8451万円 1億5871万円 2580万円

　　うち不採算分 1億4244万円 1億1007万円 3237万円

　●下水道へ 6500万円 6205万円 295万円

　　うち不採算分 1510万円 607万円 903万円

（単位：千円）

事　業　名 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

自動車学校 37,100 11,450 2,100 － － － － － －

知的障害者福祉 61,200 29,000 19,100 － － － 574 － －

国民健康保険 31,748 25,654 18,743 26,538 19,438 19,648 22,679 53,607 14,970

老 人 保 健 24,828 36,199 15,100 11,500 32,262 17,400 30,808 22,230 2,323

国 保 病 院 189,200 174,780 97,895 97,978 131,712 92,316 150,516 158,714 184,511

水 道 78,600 64,100 75,052 55,149 32,763 34,268 36,861 36,600 26,814

下 水 道 109,700 129,100 102,500 118,800 71,800 60,300 63,800 62,050 65,000

ﾋﾟﾝﾈｼﾘ温泉 22,400 25,300 17,200 21,551 － － － － －

介 護 保 険 24,500 37,943 27,119 25,059 25,200 31,617 26,099 24,763 25,732

後期高齢者医療 10,072

合　　計 579,276 533,526 374,809 356,575 313,175 255,549 331,337 357,964 329,422

特別会計は独立採算性が基本です。お金が足りない場合は、一般会計の仕

事を我慢してもらって繰出すことになります。つまり、町民のみなさんへの

サービスを一部我慢してもらうことになります。この繰り出しが多いことは

健全な財政とはいえません。ただし、特別会計繰出金の中には国の制度によ

り繰り出すもの（ルール分）があります。このルール分は削減できません

が、それ以外の不採算運営費（赤字）に伴う繰出金の削減が、今の危機的な

財 政 状 況 を 克 服 す る た め の 重 要 な 課 題 と い え ま す 。

総額　３億２，９４２万円
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〔単位：千円〕
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■道路
中頓別弥生線改良工事 8,100万円
　改良　354ｍ
　（旧弥生ゴミ捨て場から国道に向ったところ）
中頓別弥生線舗装工事 1,900万円
　舗装　370ｍ
　（旧弥生ゴミ捨て場から国道に向ったところ）
１条通り線改良舗装工事 3,400万円
　改良・舗装　119ｍ
　（郵便局さんから三浦さんまでの区間）
７丁目線改良舗装工事 1,600万円
　改良・舗装　155ｍ
　（大法寺さんから森林組合さんまでの区間）

■農業
中山間地域等直接支払制度事業 3,119万円

■林業
森林管理道弥生線開設事業 3,827万円
　林道開設　92ｍ

■生活
医療機械器具整備事業 280万円

ロータリー除雪車購入事業 2,708万円

　中頓別町ＨＰアドレス
　　http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp/

　農地面積に応じて交付金を交付し、農地の保全等を図るための取
り組みを行いました。

　電動ギャジベッド、手動ギャジベッド、シリンジポンプ、スト
レッチャー、病室用エアコン、冷凍冷蔵庫（給食用）、待合室ロ
ビーソファーを更新しました。

　平成８年度に購入したロータリー除雪車が、長年の稼働によって
更新が必要となり、同タイプのロータリー除雪車を購入しました。

　紙面等の都合により、臨時的かつ金額の大きい事業のみ掲載しまし
た。なお、詳細の資料を希望する方は中頓別町役場総務課総務グルー
プ財政担当までご連絡ください。また、中頓別町ホームページでの詳
細資料を掲載しておりますので御利用ください。
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〔単位：千円〕
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平成19年度末
地 方 債 残 高

平 成 20 年 度
借 入 高

平 成 20 年 度
返 済 高

平成20年度末
地 方 債 残 高

74億0526万円 3億3060万円 10億1975万円 67億1611万円
＋ － ＝

これまで増え続けてきた借入金残高が、ピークを過ぎ徐々に減少に転じ
ています。このことは公共事業を抑制したことの効果によるものです。

これらの借入金のうちの多くは、返済額の一定割合を地方交付税で国か
ら交付されるしくみになっています。たとえば、もっとも借入額が大きい
「過疎債」では、元利償還金の70％が地方交付税で補てんされます。町
は公共事業を実施する場合、こうした有利な「借金」を活用するように工
夫してきました。

６７億１６１１万円
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〔単位：千円〕
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平成19年度末
地 方 債 残 高

平 成 20 年 度
借 入 高

平 成 20 年 度
返 済 高

平成20年度末
地 方 債 残 高

一般会計 74億0526万円 3億3060万円 10億1975万円 67億1611万円
水道会計 7億0322万円 3805万円 6億6517万円
病院会計 2億2665万円 740万円 4099万円 1億9306万円
下水道会計 10億9199万円 2980万円 6174万円 10億6005万円

計 94億2712万円 3億6780万円 11億6053万円 86億3439万円

＋ － ＝

独立採算を基本としている公営企業（水道、下水道、病院）を含めた

中頓別町が支払うべき借金総額となります。平成20年度は、一般会計

において過去に借入した高金利の地方債を低利に借換えをしましたの

で、例年より借入と返済の額が大きくなっています。（南宗谷消防組合

や南宗谷衛生施設組合などの一部事務組合に対しての負担金にかかる分

は含まれておりません。）

８６億３４３９万円
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〔単位：千円〕
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平成20年度 平成19年度 増減

財 政 調 整 基 金 1億1368万円 1億0731万円 637万円

減 債 基 金 4億7938万円 4億6514万円 1424万円

長寿園施設改修拡張事業基金 1億4101万円 1億4247万円 ▲146万円

天北線代替輸送確保基金 3億5986万円 3億8062万円 ▲2076万円

畜 産 振 興 基 金 2314万円 2187万円 127万円

地 域 振 興 基 金 3513万円 3499万円 14万円

ま ち づ く り 基 金 1億2555万円 1億2969万円 ▲414万円

土 地 開 発 基 金 1303万円 1298万円 5万円

地 域 福 祉 基 金 1億1380万円 1億1336万円 44万円

中 山 間 水 と 土 保 全 基 金 617万円 615万円 2万円

農 林 業 活 性 化 基 金 5545万円 5843万円 ▲298万円

豊 か な 環 境 づ く り 基 金 206万円 202万円 4万円

ふ る さ と 応 援 寄 附 基 金 391万円 皆増

地 域 生 活 緊 急 対 策 基 金 4000万円 皆増

介護保険給付費準備基金 2417万円 2408万円 9万円

介護従事者処遇改善臨時特例基金 162万円 皆増

水 道 事 業 特 別 会 計 基 金 391万円 1万円 390万円

減債基金は、借入金返済の負担を軽減する目的で積立てられてい
る基金です。例年、基金を取り崩して歳入歳出のバランスを取ってい
ましたが、２０年度については、基金を取り崩すことなく歳入歳出の
バランスが取れました。
　

地域生活緊急対策基金は、国の補正予算で実施した地域活性化生活
対策臨時交付金を財源として、一時的に積立てられた基金です。地域
活性化等に資する事業の財源に充てるため、平成２１年度中にすべて
を使うことになっています。

１５億４１８７万円
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※決算統計上の会計区分

この、「町の家計簿」に用いている数値、金額については、各会計での
決算書の数値をもとにつくっています。

しかし、他の財政数値として公表されるもののほとんどが決算統計（地
方財政状況調査）で集計された数値を使うのが一般的とされています。ま
た、財政状況を示す数値（経常収支比率、起債制限比率、実質公債費比率
など）やこの後に掲載している、バランスシート、行政コスト計算書につ
いても決算統計で集計された数値を使っています。

各会計決算書と決算統計で集計をする場合に根拠（集計上のルール）が
異なるため、数値が異なる場合が生じますので、あらかじめご了承願いま
す。

異なる内容として、一例をあげますと、現在、一般会計にて、償還（借
金の返済）してる起債の一部において、水道、下水道、病院に係るものが
含まれています。決算統計のルールとして、そうした費用については、そ
れぞれの公営企業決算統計にて計上することとされているため、普通会計
での決算統計では除外されているからです。また、人件費についても、予
算決算では総務費にて議会、教育、水道等の特別会計を除く全ての人件費
を支出しています。しかし、決算統計ではこの人件費をそれぞれの目的
（民生費、土木費など）に振り分けて計上しています。こうした、ルール
上の金額の組み換え、除外が数点あるため、決算上の数値と決算統計上の
数値と異なるという現象が生じてきます。

さらに、各種数値について、一般会計、普通会計、○○特別会計、公営
企業会計等さまざまな財務上の括りがあり、どこの数値を公表しているの
か、その表題に必ず記述するようにしていますので、ご確認下さい。
※各会計について、わかりやすく記述すると下記のとおりとなります。

今後、数値を公表する場合においては、決算統計の数値を載せています
等の注釈を記述し、よりわかりやすい数値、資料の提供を行っていきたい
と考えています。

自動車学校事業会計

国民健康保険事業会計
老人保健事業会計
介護保険事業会計
後期高齢者事業特別会計

国民健康保険病院事業会計
水道事業会計
下水道事業会計

一般会計

普通会計

公営企業会計

特別会計

中頓別町各会計整理表
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